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　それは暑い日の朝であった。政経事務室の大森さんからの中村先生の計報に
驚かされ，突然のことに衝撃を受けた。同時に心臓病の恐しさを痛感させられ
た。話をきけば，徹夜で文章を書いていた後で，シャワーを浴びている最中に
ショックを受けたとのことである。戦死といっても良い最後であろう。人間の
生涯の送り方にはいろいろあり，人さまざまな考え方があるから，よしあしは
判定しにくいが，最後まで学問研究に徹した中村先生らしい人生の別れ方で
あったと諦めて自己流に解するより仕方がない。
　それにしても，残念なことであった。年齢的にも丁度油がのり切っている最
も活躍している時期である。数多くの著作をものにし，他学部の学部長連をし
て，この先生は著作が多いですね，と驚嘆させた努力家の中村先生は，仕事の
上では心残りであったに違いない。特に，国際感覚に優れた方であったので，
今日の環境では発言したいことが多々あったであろう。しかし，彼に関する限
り哀惜の念だけが残されることになった。
　中村先生は越後・新潟県の出身である。新潟の人には良寛和尚のようなすざ
まじい宗教家や芳沢謙吉という我慢強い外交官がいる。芳沢謙吉という外交官
は実にねばり強い人であったそうで，他の人々はその外交術に敬意を表してい
た由であるが，その原因に越後の雪空をあげている。来る日も来る日も，どん
よりとした雪空の中で春を待つ人々の忍耐心は他郷の人々には理解しえない程
のものであるようだ。中村先生の連日の努力もこの我慢強さが見られた。生活
はすべて学問研究に集中し，スポーッもレジャーもそれに役立つ限りのもので
あったようだ。一寸した紙切れにも研究中の事柄を書いて説明していた。この
生活態度が変ることなく別れねばならぬ時を迎えてしまった。もう少し，余裕
のある生活に入るには若すぎたのであろうか。
　私は中村先生を学生時代に教えたことになっている。若気の故で難解なテキ
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ストを使用していたので良く教えられなかったのではないかと気に病んでいた
のであるが，中村先生は余り責めないでくれた。改めて感謝する次第である。
同僚として良く私を指導してくれたと思っている。有難いことであった。失っ
て見て改めてその存在の重大さを痛感している。気を許せる批判者が去ってし
まった淋しさは限りないものがある。
　中村先生は卒業後，関未代策先生の指導の下で研究を進められ，経済学博士
の学位も取り，海外にも出張して学名を高めている。米国の大学新聞のトップ
　　　　　　　　　　　　　　t．ノに先生の記事が載っていた。それを送って下さったので記念に御遺族に差上げ
た。オーストラリアには日本学術振興会から派遣された。体の調子が今一つ不
安であったようであったが，私のすすめた薬をもって出掛けた。ブリスベーン
の大学であったようだが，現在日本人の旅行者の多いゴールド・コーストに近
く，快適な研究を進めたのであろう。時々，オーストラリアの悪口を書いた葉
書を送って呉れた。余り露骨な批判が多いので驚いた程であったが，それは仲々
興味深いものであった。
　帰国後，・心臓を悪くして入院したことがあり，関本先生が色々心配して報告
して下さったが，心臓病は本当に恐しいことを今更ながら感ぜざるをえない。
それは突然襲って来るので，何か会話する余裕がないのである。もう少し先生
の話しを聞いておいておきたかった。これは御家族はじめ，一同が感ずること
であろう。あの一寸淋しさが込められた話振り，時には田舎の言葉が交じるこ
となど妙に親しみを感じさせる人柄であった。人生，余り本音ばかりでは生き
て行けないが，中村先生は本音の多い人であった。良いものは良いと評価する
態度は立派であった。
　関未代策先生の葬儀の時に弔辞の下書きを御願いしたことがあった。もちろ
ん，その侭読みはせず，若干訂正してつつしんで弔意を表わしたが，中村先生
の弔辞を読むことになったのは本当に悲しいことだった。これは誰にも手を借
りずに自分で全部書いた。時間の関係で意は尽せなかったが，先生の安らかな
ねむりを願う気持は込めたつもりでいる。
　この文章を書きながら，思い出すことがいろいろと頭の中を廻っているが，
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表現するとなると難しい。御遺族の方々に思いをはせると気の毒でいられない
が，皆しっかりした方であることは知人の誰もが認めていることなので多少は
慰めにはなる。
　明治を代表する能力の人であった中村先生を失って，これから活躍が期待さ
れる若い学究の将来に望みを託し健康に留意されることを特に御願いする。
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